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10

 「古
文
書
読
解
講
座
」
を
開
催
（「
古
文
書
読
解
グ
ル
ー
プ
」
へ
発
展
）

6

 「古
文
書
入
門
講
座
」
を
開
始

4

 「記
録
資
料
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
「
資
料
調
査
員
」
を
設
置

2月

 開
館

7

 福
井
豪
雨
で
被
災
し
た
水
損
資
料
を
応
急
処
置

3

 『福
井
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
を
創
刊

3

 運
営
懇
話
会
を
設
置

7

 「資
料
保
存
研
修
会
」
を
開
始

5

 閲
覧
室
内
で
原
本
展
示
を
開
始

4

 「古
文
書
読
解
グ
ル
ー
プ
」
が
活
動
を
開
始

12

 「福
井
県
中
学
生
郷
土
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
の
連
携
を
開
始

10

 歴
史
的
公
文
書
の
閲
覧
を
審
査
後
公
開
か
ら
申
込
後
審
査
に
変
更

4

 マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
か
ら
資
料
画
像
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
開
始

4

 活
字
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
開
始

4

 展
示
パ
ネ
ル
や
複
製
シ
ー
ト
の
貸
出
を
開
始

3

 文
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 開
館
5
周
年
記
念
講
演
会
「
中
世
越
前
の
諸
地
域
に
つ
い
て
」 

を
開
催

　（講
師
：
松
浦
義
則
氏
）

12

 累
計
利
用
（
入
場
）
者
数
が
10
万
人
を
突
破

 「
福
井
県
行
政
資
料
管
理
規
程
」
が
改
正

　

 

　（行
政
資
料
の
送
付
先
に
文
書
館
長
が
追
加
）

 史
料
管
理
学
研
修
会
「
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ
短
期
コ
ー
ス
」
を

　開
催
（
国
文
学
研
究
資
料
館
と
の
共
催
）

 「
フ
ィ
ア
ラ
先
生
の
世
界
を
つ
な
ぐ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

　

 

　を
開
始
（
講
師
：
カ
レ
ル
・
フ
ィ
ア
ラ
副
館
長（
当
時
））

 「
福
井
県
教
育
委
員
会
行
政
組
織
規
則
」
が
改
正
（
総
務
部
の
出
先
機

　関
か
ら
教
育
委
員
会
へ
（
福
井
県
立
図
書
館
の
附
置
機
関
に
））

 開
館
10
周
年
記
念
講
演
会
「
豪
農
一
家
に
と
っ
て
の
近
代
―
杉
田
仙
十

　郎
と
定
一
夫
妻
―
」
を
開
催
（
講
師
：
家
近
良
樹
氏
）

2

 開
館
10
周
年

2003年
平成15

2004年
平成16

2006年
平成18

2007年
平成19

2008年
平成20

2010年
平成22

2011年
平成23

2012年
平成24

2013年
平成25

全国で 28 番目の
都道府県公文書館

現在も春に「くずし字入門
講座」として開催中

現在も秋に「くずし字初級
講座」として開催中

現在も「優秀作品展示」や「郷土新聞
づくりポイント講座」で連携継続中

現在「デジタルアーカイブ福井」
で公開している資料画像の礎
現在「デジタルアーカイブ福井」
で公開している資料画像の礎現在も年に 1回開催中

2005年
平成17

 化
学
薬
剤
を
使
用
し
な
い
「
二
酸
化
炭
素
殺

　虫
処
理
」
を
導
入

特 集特 集

開館　 年の20
あゆみ

2003    2023

 全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
全
国
大
会

　を
開
催

7

 高
校
で
出
張
授
業
を
実
施

6

 「古
文
書
初
級
講
座
」
を
開
始

3

 『福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
』
を
創
刊

11 2 4 4 11 334

2
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2014年
平成26

2017年
平成29

2018年
平成30

2020年
令和2

2021年
令和3

2022年
令和4

2023年
令和5

2019年
平成31
令和元

4
 「
文
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
設
置

4
 「
資
料
所
在
確
認
調
査
（
第
2
期
）」
を
開
始

2
 開
館
20
周
年

 記
録
資
料
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
専
門
講
座
〝
ふ
く
い
の
記
録
資
料
を
読
み
解
く
〞」

を
開
始

 「
地
域
史
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
（
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部

と
の
連
携
企
画
）

6
 調
べ
も
の
の
た
め
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
参
加

2
 3
館
共
通
の
「
福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
カ
ー
ド
」
へ
切
り
か
え

 
県
立
図
書
館
の
貴
重
図
書
・
特
別
文
庫
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
出
納
窓
口
・
閲
覧

　
場
所
を
文
書
館
閲
覧
室
に
変
更

 
文
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（「
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
「
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
へ
）、
資
料
画
像
の
公
開
を
開
始

 
『
福
井
県
史
』
編
さ
ん
事
業
で
調
査
・
撮
影
し
た
資
料
を
主
対
象
と

　
し
た
「
資
料
所
在
確
認
調
査
」
を
開
始

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
「
学
校
向
け
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ

　
イ
ド
」
の
公
開
を
開
始

4
 資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
開
始

2
 累
計
利
用
（
入
場
）
者
数
が
20
万
人
を
突
破

 
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
展
「
明
治
日
本
と
ふ
く
い
の
軌
跡
」
を
開
催

　（
国
立
公
文
書
館
・
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
と
の
共
同
主
催
）

4
 「
福
井
県
文
書
規
程
」
が
改
正
（
歴
史
的
公
文
書
が
廃
棄
決
定
後
の
収
集
か
ら
移
管
決
定
後
の
引
渡
に
変
更
）

 
文
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（「
福
井
県
文
書
館
・
図
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
へ
）

3
 「
福
井
県
行
政
資
料
管
理
規
程
」
が
改
正
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
の
保
存
・
公
開
を
開
始
）

12
 職
員
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ゆ
る
っ
ト
ー
ク
」
を
開
催

 
福
井
藩
の
藩
政
資
料
や
国
書
・
漢
籍
か
ら
な
る
「
松
平
文
庫
」
が

　
寄
託
（
県
立
図
書
館
か
ら
寄
託
先
が
変
更
）

7
 「
松
平
文
庫
テ
ー
マ
展
」
を
開
始

 
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
国
立
公
文
書
館

　
の
横
断
検
索
と
の
連
携
を
開
始

10
 「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
と
の
連
携
を
開
始

 
文
化
庁
長
官
裁
定
制
度
を
利
用
し
て
明
治
期
の
福
井
県
の
地
方
紙

　
の
画
像
デ
ー
タ
を
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
で
公
開

4
 「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
県
内
機
関
と
の
連
携
を
開
始

 
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
の

　
連
携
を
開
始

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
職
員
に
よ
る
コ
ラ
ム
「
コ
ラ
ム
＃
ふ
く
い
の
記

　
憶
に
出
会
う
」
の
輪
番
連
載
を
開
始

 
福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
の
3
館
で

「Library of the Year 2021

」
優
秀
賞
受
賞
（
主
催
：
N
P
O

法
人
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）

 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
歴
史
資
料
を
翻
刻
す
る
市
民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
み
ん
な
で
翻
刻
」
と
の
連
携
を
開
始

現在もデータ
を追加中

現在も定期的に
新テーマで展示
を開催中

現在も展示に
あわせて開催中

各機関収蔵資料の
目録や画像を公開
（連携機関拡大中）

特 集特 集 開館　 年の20 あゆみ2003    2023

5月 11 2 2 5 4 1 4 6 11 2 3 4 3 12

4



2014年
平成26

2017年
平成29

2018年
平成30

2020年
令和2

2021年
令和3

2022年
令和4

2023年
令和5

2019年
平成31
令和元

4
 「
文
書
館
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
設
置

4
 「
資
料
所
在
確
認
調
査
（
第
2
期
）」
を
開
始

2
 開
館
20
周
年

 記
録
資
料
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
「
専
門
講
座
〝
ふ
く
い
の
記
録
資
料
を
読
み
解
く
〞」

を
開
始

 「
地
域
史
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施
（
福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部

と
の
連
携
企
画
）

6
 調
べ
も
の
の
た
め
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
協
同
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
参
加

2
 3
館
共
通
の
「
福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
カ
ー
ド
」
へ
切
り
か
え

 
県
立
図
書
館
の
貴
重
図
書
・
特
別
文
庫
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
出
納
窓
口
・
閲
覧

　
場
所
を
文
書
館
閲
覧
室
に
変
更

 
文
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
（「
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
か
ら
「
デ
ジ

　
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
へ
）、
資
料
画
像
の
公
開
を
開
始

 
『
福
井
県
史
』
編
さ
ん
事
業
で
調
査
・
撮
影
し
た
資
料
を
主
対
象
と

　
し
た
「
資
料
所
在
確
認
調
査
」
を
開
始

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
「
学
校
向
け
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ガ

　
イ
ド
」
の
公
開
を
開
始

4
 資
料
整
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
開
始

2
 累
計
利
用
（
入
場
）
者
数
が
20
万
人
を
突
破

 
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
展
「
明
治
日
本
と
ふ
く
い
の
軌
跡
」
を
開
催

　（
国
立
公
文
書
館
・
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館
と
の
共
同
主
催
）

4
 「
福
井
県
文
書
規
程
」
が
改
正
（
歴
史
的
公
文
書
が
廃
棄
決
定
後
の
収
集
か
ら
移
管
決
定
後
の
引
渡
に
変
更
）

 
文
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル（「
福
井
県
文
書
館
・
図
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

　
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
へ
）

3
 「
福
井
県
行
政
資
料
管
理
規
程
」
が
改
正
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
資
料
の
保
存
・
公
開
を
開
始
）

12
 職
員
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
ゆ
る
っ
ト
ー
ク
」
を
開
催

 
福
井
藩
の
藩
政
資
料
や
国
書
・
漢
籍
か
ら
な
る
「
松
平
文
庫
」
が

　
寄
託
（
県
立
図
書
館
か
ら
寄
託
先
が
変
更
）

7
 「
松
平
文
庫
テ
ー
マ
展
」
を
開
始

 
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
国
立
公
文
書
館

　
の
横
断
検
索
と
の
連
携
を
開
始

10
 「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
と
の
連
携
を
開
始

 
文
化
庁
長
官
裁
定
制
度
を
利
用
し
て
明
治
期
の
福
井
県
の
地
方
紙

　
の
画
像
デ
ー
タ
を
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
で
公
開

4
 「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
県
内
機
関
と
の
連
携
を
開
始

 
「
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
福
井
」
が
国
立
国
会
図
書
館
サ
ー
チ
と
の

　
連
携
を
開
始

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
職
員
に
よ
る
コ
ラ
ム
「
コ
ラ
ム
＃
ふ
く
い
の
記

　
憶
に
出
会
う
」
の
輪
番
連
載
を
開
始

 
福
井
県
立
図
書
館
・
文
書
館
・
ふ
る
さ
と
文
学
館
の
3
館
で

「Library of the Year 2021

」
優
秀
賞
受
賞
（
主
催
：
N
P
O

法
人
知
的
資
源
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）

 
オ
ン
ラ
イ
ン
で
歴
史
資
料
を
翻
刻
す
る
市
民
参
加
型
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
み
ん
な
で
翻
刻
」
と
の
連
携
を
開
始

現在もデータ
を追加中

現在も定期的に
新テーマで展示
を開催中

現在も展示に
あわせて開催中

各機関収蔵資料の
目録や画像を公開
（連携機関拡大中）

特 集特 集 開館　 年の20 あゆみ2003    2023

5月 11 2 2 5 4 1 4 6 11 2 3 4 3 12

5

■表紙写真■　「（下等小学卒業証書、第1級～第8級）」（第8級分）1874年（明治7）3月
奥田与兵衛家文書　A0179-00360（当館蔵）

　学制公布の翌々年、明治7年の東郷小学（現在の福井市東郷小学校）の卒

業（進級）証書です。当時は半年ごとの試験に合格すると進級できました。

　下等小学は第8級から第1級まであり、現在の小学1 ～ 4年生にあたります。

第8級は最初の卒業証書で、下等小学を卒業するまでに8枚の卒業証書をもら

いました。ちなみに奥田磯吉は当時19歳で、この時、第4級まで一気に進級

して同時に第8 ～ 4級の5枚の卒業証書をもらっています。さらに第3 ～ 1級

も飛び級して、4か月後には下等小学を卒業しています。
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◆◆◆ 歴史的公文書紹介 ◆◆◆

　自然公園というと自然公園法に基づいた国立公園や国定公園を思い浮かべる人も多いでしょう。

県でも、条例に基づき県立自然公園を制定しており、現在は奥越高原県立自然公園の１箇所があり

ます。

　ところで、「現在は」と申しましたが、かつては

“奥越高原”のほかに“越前海岸”と“九頭竜”と

いう名前の県立自然公園がありました。“奥越高原”

と“越前海岸”の区域は、みなさまも想像がつく

でしょう。では、九頭竜県立自然公園とはどのあ

たりになるかというと、現在の坂井市三国町から

あわら市にかけての区域で、有名な自然景観とし

ては東尋坊があります（図1）。すでに1935年（昭

和10）、文部省により東尋坊や越前松島など周辺の

海岸線一帯は、名所的学術的価値が高いものとし

て名勝天然記念物に指定されていました。これが最初の県立自然公園として選ばれた理由でしょう。

　昭和30年代、高度成長下の観光ブームで、自然景勝地を親しむための公園施設の事業整備が求め

られており、その頃に作成された「自然公園内事業認可（九頭竜県立自然公園）」というタイトルの

歴史的公文書には、休憩所・展望施

設（東尋坊タワー、図2）、水族館（越

前松島水族館）、宿舎（吉崎温泉ヘル

スセンター）、ゴルフ場（芦原ゴルフ

場）などが、自然景観に悪影響を与

えないよう配慮して事業を認可した

姿がみられます。これらの施設の多

くは、その後制定された越前加賀海

岸国定公園の区域に含まれ、現在も

自然に親しむ行楽客を受け入れてい

ます。

（註）�昭和27年に区域指定された九頭竜県立公園は、昭和33年に条例名が福井県立自然公園条例に改正されたことにともない、九頭竜

県立自然公園と名称が変更されました。

▲図２　東尋坊タワー完成予定図
　713「自然公園内事業認可（九頭竜県立自然公園）」

▲図１　九頭竜県立公園区域指定略図
　�「昭和27年福井県告示第3号（昭和27年1月10日付　
福井県報号外）」
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◆◆◆ 寄贈資料紹介 ◆◆◆
複製本ができたものから公開しています。

●坂井高等学校（松平試農場旧蔵）文書（C0130）

　松平試農場は福井藩主であった越前松平家が創設し

た試験農場です。最後の藩主松平茂
もち

昭
あき

の子康
やす

荘
たか

（1867

～1930）がイギリスのサイレンセスター王立農学校に

留学し、帰国後の1893年（明治26）に福井城跡に試

農場を設けました。

　1922年（大正11）、福井城跡に福井県庁が建設される

ことになり、試農場は坂井郡細呂木村山室（現あわら

市山室）に移転しました。その後の56年（昭和31）、試

農場は坂井農業高等学校同窓会に譲渡され、所蔵して

いた図書類も同校に移管されます。

　2014年（平成26）に同校と春江工業高等学校が統合、

さらに金津高等学校の経理科と情報処理科、三国高等

学校の家政科が合併し、坂井高等学校が開校しました。

　寄贈資料は550点。松平試農場が作成した簿冊・刊

行物と収集した蔵書類に分けられます。

▲�「農事試験成績　第壱報（刊行物）」　C0130-00001

新たに公開した古文書紹介
前号紹介後に新たに公開した資料群は以下の通りです。（寄贈・寄託資料は除く）

● F0062 土屋得所家文書 鯖江市 ● I0073 鈴木善左衛門家文書 大野市
● I0075 野尻源右衛門家文書 大野市 ● X0520 東北学院大学所蔵史料文書 県外

資料所在確認調査を行っています
　文書館では現在、福井県史を編さんする際に調査を行った資料所蔵者の方を対象に、資料所在確
認調査を行っています。
　今年度は美浜町・若狭町・おおい町・高浜町の 4 町で実施しています。来年度以降も同様の調査
を県内の各市町で実施していく予定です。
　アンケートによる調査のほか、資料所蔵者の方からの要望で資料の保管場所を訪問し、資料の状
態を確認するための調査も行っています。
　また、この調査をきっかけとして、各市町や当館などで緊急性の高い資料の調査や受け入れを進め
ています。
　資料の保存方法の相談などは、お気軽に文書館までお問い合わせください。
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22.12.55030

健康長寿の福井

■開館時間

午前9時から午後5時まで

■休館日

月曜日（国民の祝日は除く）

休日の翌日（土、日、休日は除く）

文書等点検期間（年間10日以内）

年末年始（12月29日～1月3日）

清掃整理日（4月・7月・12月以外の第4木曜日、祝日の場合は翌日）

■フレンドリーバス（無料）をご利用ください。

ご利用案内

　今号の特集では、来年、2023年（令和5）2月１日の開館20周年にあわせて、福井県

文書館の20年の歴史を年表形式でまとめました。21年目からも、引き続きよろしくお

願いいたします。

編 集 後 記

■「デジタルアーカイブ福井」で小浜市・あわら市との連携を開始しました

叢書発刊予定のお知らせ
　今年度の『福井藩士履歴』11�福井県文書館資料叢書19は、令和5年3月末ごろ発刊予定です。

昨年度に続く「新番格以下」（藩士のうちの卒身分）を対象として準備を進めています。既刊

の資料叢書と同様に、ご希望の方には文書館閲覧室、あるいは送料実費負担にて配布します。

　2020年（令和2）4月に福井市立図書館・福井市立郷土歴史博物

館と連携して「デジタルアーカイブ福井」で資料画像の公開を開始

しました。その後、福井県立こども歴史文化館や福井県立若狭歴史

博物館など、連携が拡大して「デジタルアーカイブ福井」参加館は

増加してきています。

　このたび11月17日、新たに小浜市文化交流課・あわら市郷土歴

史資料館と連携して資料画像（一部は目録のみ）の公開を開始し

ました（資料は「酒井家文庫」（小浜市文化交流課所蔵）と「大連

三郎左衛門家文書」（あわら市郷土歴史資料館寄託））。

　今後も、“福井県のデジタルアーカイブ”を目指して、公開資

料の充実に努めていきます。ぜひご活用ください。

N
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橋
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Ｒ
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武
福
道
鉄
井
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幸
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裁判所
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バ
ス
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高志高校
　　中学校

こども歴史
文化館

御幸 西方

米松

板垣

足羽川

福井
南郵便局

羽水高校 羽水高校口

産業会館

福井市美術館

県産業会館

県中小企業
産業大学校

福井県
生活学習館

至東郷
バス停

国道158号

駅
井
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福井県立図書館
福井県文書館
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※フレンドリーバスのバス停は図書館の敷地内

▲「西大連家記秘書」�1795年（寛政7）
　大連三郎左衛門家文書�C0014-00016
　（背景画像）「小浜城下鳥瞰図」�年未詳
　酒井家文庫�O0057-20042


